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1. 富⼠⼭の保全と活⽤に関する政策指針と法制度
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1.1 富⼠⼭の保全と利⽤に関する主な法制度

法律・制度の名称 所管 法律・制度の概要 事業実施に必要な手続き等

自然公園法 環境省 ・優れた自然の風景地を保護する
・利⽤の促進を図る
・国⺠の保健、休養及び教化に資する
・生物の多様性の確保に寄与する

富⼠箱根伊⾖国⽴公園計画変更が必要
（計画協議及び中央環境審議会等の審
議により相応の期間を要する）

文化財保護法 文化庁 文化財の保存・活⽤と、国⺠の文化的向上
（特別名勝富⼠⼭、史跡富⼠⼭、天然記念物富⼠⼭原
始林及び⻘⽊ヶ原樹海）

原則として現状変更が認められていないた
め、文化庁への許可申請にあたり、環境影
響評価や地元検討委員会での合意形成
が求められることが想定される

環境影響評価法
（⼭梨県環境影響評価
条例）

環境省
(⼭梨県)

大規模な事業の実施による周囲への環境影響について、事
業者自らが調査、予測、評価を⾏い、その結果を公表し、
県⺠や市町村⻑等から環境保全の⾒地からの意⾒を聴き、
事業の実施に反映させるための⼀連の手続き（制度）

富⼠箱根伊⾖国⽴公園の公園計画を変
更する必要があり、計画協議及び中央環
境審議会等の対応により、⻑期の期間を
要する

世界遺産条約履⾏の
ための作業指針

ユネスコ
世界遺産
センター

世界遺産の普遍的価値に影響を及ぼす恐れのある開発⾏
為を実施・許可しようとする場合には、あらかじめユネスコ世
界遺産委員会に報告することを締約国に要請

「遺産影響評価」の実施を求められる可能
性があるが、明確な審査基準が定められて
おらず、調整に⻑期間を要する可能性あり

⼭梨県世界遺産富⼠⼭
の保全に係る景観配慮の
手続に関する条例
（景観配慮条例）

⼭梨県 富⼠⼭景観配慮地区（構成資産または緩衝地帯）内で
計画される対象事業について、事業計画・設計に先⽴ち、
事業の景観に与える影響を評価し、必要に応じて改善を促
すことにより、富⼠⼭の美しい景観との調和を図る

事業者から提出された景観評価（フォトモ
ンタージュ等）結果（景観配慮書）に対
し、景観、世界遺産などの専門家の意⾒
を踏まえ、知事が意⾒書を提⽰
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法規制図（自然公園法、文化財保護法）
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1.2 富⼠⼭及び周辺地域の保全と利⽤の考え⽅

4

自然的価値 景観的価値 歴史・文化的価値

総合的な環境保全 環境保全と調和した地域振興 後世への継承

社会経済的価値

豊かな自然環境の
保全

美しい景観の保全と
創造

心豊かな文化の育み 環境保全と調和した
富士山の活用

富
⼠
⼭
の
価
値

基
本
理
念

取
組
⽅
針

潤いをもたらし感動の
源泉となる豊かな自然

美しい景観 時代を超えて人々の精
神的豊かさを育む歴史
・文化

地域社会の振興や発
展を支える社会経済

富⼠⼭の多面的価値を守り、
高める

富⼠⼭の多面的な価値を理
解し、環境への様々な負荷を
少なくすることに配慮

世代を超えた共有の財産とし
て、さらに望ましい姿に育て、
後世に継承

公益的機能を高度に
発揮

自然と調和した地域ら
しさを表す景観づくり

歴史・文化遺産の保
護・継承と、様々な富
⼠⼭文化の形成

快適な利⽤や地域社会
の振興、新たな交流の
展開と情報発信の推進

■富⼠⼭総合環境保全対策基本⽅針（⼭梨県 平成8年）



2. 富⼠⼭及び周辺の現状
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2.1 富⼠⼭への交通アクセス

6
出典：富士山世界文化遺産協議会資料



2.1.1 首都圏等からのアクセス

【鉄道による首都圏からのアクセス】
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【自動⾞による首都圏・名古屋圏からのアクセス】

出典：富士山の環境と観光のあり方検討会報告書（富士山の環境と観光のあり方検討会 2015年）



2.1.2 富⼠スバルライン（富⼠⼭有料道路）の概況
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四合目大沢駐⾞場

⼀合目下駐⾞場

奥庭駐⾞場

料⾦所

R=30m
5.8kmR=30m

11.4km
R=30m
12.3km

R=30m
19.5km

上段︓曲線半径
下段︓料⾦所からの距離

樹海台駐⾞場

スバルライン五合目

★︓最急勾配８％

有料道路起点 供⽤開始 昭和39（1964）年4⽉1日

延 ⻑ 24.1km
（有料道路起点 〜 五合目）

標 高 1,088ｍ（有料道路起点）〜 2,305m
（五合目）

縦断勾配 最大 8.0%, 平均5.0％

曲線半径 最小 約30ｍ

利⽤状況
約22万7千台(H30年1⽉〜12⽉)
うち、普通⾞約11万1千台

大・特大⾞約7万8千台

入込客数 観光客︓約386万9千人
（H29年1⽉〜12⽉）

地 質
溶岩、⽕砕堆積物、噴石丘等、平面的に
地質変化が激しい。 ⼀部、雪代堆積物上
を通る。



2.2 ユネスコ等からの指摘事項

 環境保全に関する事項
• ７,８⽉のピーク時、自家⽤⾞が道路に大きな圧⼒をかけている
• 自動⾞・バスからの排気ガスが懸念される

 景観改善に関する事項
• 信仰のための登⼭道には、調和のとれた来訪者施設が必要
• 現時点では、活発な来訪者に対するサービス提供施設が、景観のいくつかの箇所を支配している

ように⾒え、⼭の神聖さや美しさという特質を損なっている
• 吉田口五合目の諸施設について、意匠の改善を要す
• 多くの標識・案内板が景観の美しさを損なっている

 適正利⽤に関する事項
• 収容⼒を踏まえた来訪者管理の実施が必要

 開発制御に関する事項
• ⼭麓（特に⼭梨県側）と富⼠五湖の湖岸に沿って厳格な開発制御が必要
• 負の影響を及ぼす可能性のある建築物の大きさ・位置に関する規制の強化が必要

9

出典：「第37回世界遺産委員会決議（2013年）」、「イコモス評価書（2013年）」



2.2.1 富⼠スバルライン五合目の現状に関する専門家意⾒

• 吉田口の五合目は、非常にクリティカルな（危機的な）場所で景観的にも非常に問題がある。

• 五合目の景観などは、世界の上等な国⽴公園と⽐べるととんでもない状況だと思っている。

• 日本の国⽴公園の中でも五合目の景観ほど悪い場所はない。特に看板類の乱雑さによって雰
囲気が悪いものとなっている。これらの改善を通じて、世界遺産にふさわしい観光地であるという
ことを⾒せていくことが必要である。

• いずれ観光地間の競争がある。地元としてもその時に生き残れるように良い観光地を作るという
のが大切になってくるのではないか。是非、世界遺産としての先鞭をつけて欲しい。

10

第１回富士山世界文化遺産学術委員会（Ｈ26.2.26）における委員発言（抜粋）



2.3 入込客数の状況
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出典：山梨県観光入込客統計（山梨県）

宿泊旅行統計（観光庁）

 インバウンド観光の増加に伴い、五合目への観光客
数、外国人宿泊客（※⼭梨県全域のデータ）とも、
増加基調

159
231

268
307

424
411 387

497

25 39 49
95

125 137
161

219

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

五合目観光客数(実人数） 外国人宿泊客数（⼭梨県）

（単位︓万人）

世界遺産登録

観光客数推移

15 18
27

40 41 42

72 73

43

50
45

31 

10 11 13 
17 

11 11 16 16 
10 

15 15 15 

1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉

五合目観光客数（実人数） 外国人宿泊客（⼭梨県）

（単位︓万人）

⽉別観光客数（平成30（2018）年）

出典：山梨県観光入込客統計（山梨県）
宿泊旅行統計（観光庁）

 富⼠⼭五合目の入込は7⽉、8⽉に集中し、冬季は
少ない

 ⼀⽅、外国人宿泊客数（⼭梨県全域のデータ）の
季節変動は小さい



富⼠⼭におけるマイカー規制

2.4 富⼠スバルライン（富⼠⼭有料道路）の利⽤状況
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15 15 

31 

53 53 53 
63 63 

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

マイカー規制期間

日間

富⼠スバルライン⾞両（普通⾞・特大⾞）通⾏台数及びマイカー規制期間の推移

〈マイカー規制実施前〉
縦列渋滞が発生

〈マイカー規制実施後〉
縦列渋滞が解消

出典：世界遺産富士山保全状況報告書(2016)

出典：山梨県道路公社資料

 夏季の入込客による環境への影響を緩和するた
め、マイカー規制を実施

 世界遺産登録後、規制期間の拡大に伴い、普通
⾞の通⾏台数は減少

 夏季の渋滞はほぼ解消

 ⼀⽅、大型バスなどの特大⾞の通⾏台数は増加
傾向

世界遺産登録

31.4 33.9
30.2

21.2

25.1 23.2
21.1

22.9

3.2 4.4 
5.9 

8.3 
12.2 11.0 10.7 

13.4 

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

普通⾞

特大⾞

万台

万台



2.4.1 自動⾞交通による環境影響の調査事例

13出典：山梨日日新聞(2014年8月8日）

 五合目手前など、繁忙期に渋滞が起
きやすい場所では、マイカー規制の実
施により、大気汚染物質である窒素
酸化物の濃度が減少

 ⼀⽅、渋滞が起きにくい場所では、窒
素酸化物濃度が増加

↑

「バスの通⾏量増加が要因の可能性」
と指摘（※経年変化を観測中）



2.4.2 富⼠スバルライン（富⼠⼭有料道路）の気象条件
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◎気象条件（五合目における⽉別データ︓H24年度〜H30年12⽉）

積雪状況：五合目手前（H28/02/28）凍結状況(L=約2km)：五合目手前（H30/01/15） 積雪状況：五合目（H28/02/28 最大積雪深約2m）

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

最大瞬間風速(m/s) 40.0 42.3 34.5 38.1 33.0 49.4 49.9 35.7 43.3 38.9 42.7 42.0 

最高気温(℃) 16.0 19.5 19.5 23.0 22.2 20.5 21.1 11.7 11.5 6.0 7.0 11.3 

最低気温(℃) -12.7 -6.3 -0.4 7.2 6.2 0.6 -5.7 -11.7 -18.5 -22.3 -19.1 -18.4 

最大日⾬量(mm) 113 96 138 257 217 277 196 168 157 64 168 225

除雪日数（H29年度） 14 ― ― ― ― ― 3 16 18 22 26 26 

※異常値を除く



10 

30 29 31 30 29 30 

22 

10 

2 

11 

5 

8 

9 
8 

15 
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1 1 
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17 
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1 1 1 1 1 1 3 
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2 

0%

10%

20%
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40%
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70%

80%

90%

100%

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

全線通⾏⽌

1合目下駐⾞場まで

4合目（大沢駐⾞場）まで

5合目まで（全線営業）

2.4.3 富⼠スバルライン（富⼠⼭有料道路）の⽉別営業状況
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（日）◎営業実績（⽉別営業区間︓H24〜H29年度平均）
営業区間 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 年間

5合目まで（全線営業） 10 30 29 31 30 29 30 22 10 2 0 0 223 
4合目(大沢駐⾞場)まで 11 0 0 0 0 0 0 5 8 9 8 15 56 
1合目下駐⾞場まで 8 1 1 0 0 0 0 2 12 17 13 14 68 
全線通⾏⽌ 1 0 0 0 1 1 1 1 1 3 7 2 18 

合 計 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 

通⾏⽌の主な要因
雪崩注意報雪崩注意報大⾬ 大⾬ 台風 台風 台風 凍結 凍結 凍結 凍結 雪崩注意報
凍結 凍結 強風 強風 強風 降雪 降雪 降雪 降雪 凍結
降雪 大⾬ 降雪 降雪



2.4.4 富⼠スバルライン（富⼠⼭有料道路）の過年度の被災状況等
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◎災害復旧による道路構造物（洞門）
洞門名 延⻑ 完成年度 備 考

坂下洞門 90m H5 H04.12 雪崩被災

⻘草洞門 135m H17､H30 H16.12 土砂被災(L=100m)
H27.04 雪崩被災(L= 35m)

御庭洞門 80m H5 H04.12 雪崩被災

◎災害履歴（大規模な災害等）

被災状況（H25/04/08 苔桃橋）被災状況（H16/12/05 ⻘草洞門） 被災状況（H27/04/21 ⻘草洞門）

五合目駐⾞場

Aタイプ：1975年に痕跡があるもののその後の写真で新たな発生が認められない箇所

Bタイプ：1975年時点ですでに痕跡があり、ほぼ同じ場所で重複するように87年、93年に
再発生したことが確認できる箇所

Cタイプ：1975年では痕跡のなかった場所で87年、93年に新しく発生したとみられる箇所

H 4.12. 8 雪崩災害 （4-5合目:坂下洞門､御庭洞門設置）
H 8. 3.30 雪崩災害 （4-5合目:流出土砂､⽴⽊撤去）
H10. 4.14 雪崩災害 （4-5合目:流出土砂､⽴⽊撤去）
H16.12. 5 土砂災害 （4-5合目:⻘草洞門設置）通⾏⽌
H25. 4. 6 雪崩災害 （4-5合目:流出土砂､⽴⽊撤去）
H26. 3.13 雪崩災害 （ 4 合目:大沢駐⾞場災害復旧）
H27. 4.21 雪崩災害 （4-5合目:⻘草洞門増設）



2.5 富⼠スバルライン五合目周辺の状況

施設の景観が不統⼀ ライフラインが未整備 人と⾞の動線が交錯 価値の理解が不⼗分
• イコモスから、施設の意匠の改善
が求められている

• 電気︓施設ごとに発電
• 上⽔︓給⽔⾞で供給
• し尿︓汲み取りまたはバイオ式な
ど環境配慮型トイレで現地処理

• 人と⾞両の動線が明確に分離さ
れておらず、混雑時には接触事
故等の危険があるため、常時誘
導員を配置

• 滞在時間が短く、御来光や眺望、
豊かな自然、歴史文化などの魅
⼒や価値が浸透していない

17「富士山四合目・五合目グランドデザイン検討委員会（⼩⽥全宏委員⻑）」における議論などを元に事務局作成



2.5.1 富⼠⼭四合目・五合目グランドデザイン（⼭梨県 平成28(2016)年3⽉）
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〈五合目の五合目のゾーニング案〉

〈既存建築物の修景イメージ例〉

【短中期的取り組み（既存施設の修景ルールづくり）】

【⻑期的取り組み（空間構成・施設配置等の検討）】

五合目の将来像 基本⽅針・取り組みの視点
神聖さ・美しさが感じ
られる場

 五合目の神聖な雰囲気の醸成
• 信仰・文化エリアと来訪者支援エリアの物理的・
視覚的な区分

• 山体や御来光などの視点場の確保・整備
 世界遺産にふさわしい上質な空間の形成

• 建築物や屋外広告物等の景観配慮
• 道路施設や各種工作物の景観配慮

充実感・満足感が
得られる場

 上質な利⽤体験の提供
• 四〜五合目（〜山麓）の周遊性の向上
• 富士山の多様な魅力の紹介と上質な利用体験機会
の増進

 多様な来訪者への配慮
• 様々な来訪者に配慮した情報提供・案内の推進
• サービスや利用マナーの向上

安心して訪問・滞在
できる場

 上質な利⽤体験の提供
• 四〜五合目（〜山麓）の周遊性の向上
• 富士山の多様な魅力の紹介と上質な利用体験機会
の増進

 多様な来訪者への配慮
• 様々な来訪者に配慮した情報提供・案内の推進
• サービスや利用マナーの向上

基本理念

ここを訪れる人々が国籍や宗教観を超えて等しく富⼠⼭に向き合い、その神聖さや
美しさに感動できるとともに、安心して、何度も訪れたくなる、世界遺産にふさわしい
空間の実現



2.6 ⽕⼭噴⽕対策（富⼠スバルライン周辺の溶岩流等の分布）
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３. 課題と想定される論点
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3.1 過年度調査等で⽰された課題

 環境保全
 五合目までの自動⾞乗り入れによる環境負荷

• 夏季のマイカー規制は順次拡大されてきたが、排ガス規制強化前の⾞両を⽤いた観光バスの乗り入れ
等により、排出される⼆酸化炭素や窒素酸化物の影響が懸念されている

 富⼠⼭中のライフラインが未整備
• 五合目以上では、各施設が個別発電設備を使⽤
• 五合目以上のトイレは全て環境配慮型に転換済みだが、利⽤が集中する期間は機能低下が発生

 適正利⽤
 大量の登⼭者・観光客が入⼭
 観光入込客が夏季、週末に集中

• 来訪者の平準化が必要
• 環境や文化、防災など、適正な利⽤に資する情報を来訪者にレクチャーする施設等が五合目に必要

 安全対策
 雪崩・土砂・落石対策

• スバルラインの四合目（大沢駐⾞場）~五合目駐⾞場にかけては、過去に雪崩や土砂災害が発生し
ており、適切な防災施設の整備が必要

 ⽕⼭噴⽕対策
• ⽕⼭噴⽕に備えた適切な防護施設の検討が必要

 適切な情報提供
• 発災時や発災が懸念される状況において、外国人も含めた適切な情報提供体制
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3.2 想定される主な論点
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 今後の富⼠⼭五合目へのアクセス交通はどうあるべきか（担うべき役割、事業目的）
【着眼点】

 富⼠⼭の環境保全・景観改善と、適正利⽤との両⽴
 来訪者のコントロール（平準化等）と安全確保
 起終点（五合目）などの面的な整備のあり⽅
 富⼠⼭に至るまでの交通体系や⼭麓の地域づくり

等

 どのような交通システム（交通モード）が考えられるか
【着眼点】

 関係法制度等との整合
 地形・地質・気象等の自然条件への適合、技術的な実現可能性の評価・検証
 事業採算性、地域への波及効果の評価・検証

等


